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Ⅰ．はじめに
試合前における不安は，試合での失敗・敗北の想起や
緊張状態の増強だけでなく，試合中の運動パフォーマン
スを著しく低下させる一つの要因である．有富・外山
（2017）は，試合前の不安が，失敗やミスといった否定
的な結果の予測やプレー前の消極的な姿勢に正の関連
があることを報告している．また，競技場面における自
己効力感（自分がその行動をどの程度効果的に実行でき
ると思っているかという自信）が競技パフォーマンスの
向上に及ぼす影響性より，不安が競技パフォーマンスを
低下させる影響性の方が強いことも確認されている（高
野・城，2005）．さらに筒井（1992）は，選手の競技不
安や競技成果と原因帰属の関係について検討し，不安得
点が低い者は競技中の成功（ここでは，記録が伸びたこ
とを成功と捉えている）の原因を努力や体調に帰属する
傾向があることを報告している．加えて，原因帰属理論
では個人の能力という安定した要因ではなく，努力や体
調という個々の意識によって変化する不安定な要因に
帰属することによって，その後のスポーツ活動も活発に
なると説明される（伊藤，1987）．これらの研究で着目
されているスポーツ競技場面において認知される不安
のことは競技不安と呼ばれ，「スポーツ競技における不
安感や緊張感などを伴った心理的・身体的反応，および
その特性」と定義されている（橋本ほか，1993）．
先述した研究からも確認できるように，過度な競技不
安は決して選手にとって良好な状態とは言えない．この
ことから，競技不安を喚起する要因について様々な視点
から研究が行われている．例えば，津田（2013）は「あ
がり」の原因に関する尺度（金本ほか，2001）と競技不
安との関係について検討しており，「他者への意識（周
囲の視線や人前での失敗）」や「性格の弱さ（自己の内
面の弱さやネガティブ感情）」を強く感じている選手ほ
ど，競技不安も高いことを確認している．また金本ほか
（2002）は，競技不安を低減するためには身体の筋肉を
ほぐすためにストレッチを入念にすること，得意なプ
レーを思い出すこと，ポジティブなセルフトークを行
うことなどが効果的であると述べている．さらに競技
不安が高まる要因には，他者よりも優れている成績や
評価を得ることを好む自我志向性（早乙女ほか，2016）
や，自分は迷惑になっていないか，責められていないか
など競技中のネガティブな自己陳述（栗林ほか，2015）
などがあるとも言われている．これらの研究からもわか
るように，選手の個人内要因（パーソナリティや感情，
志向など）からアプローチしているものが多く，選手を
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取り巻く環境要因から競技不安への影響性については
十分に検討されているとは言えない．
ところで，スポーツ心理学の領域では，選手を取り巻
く環境要因として動機づけ雰囲気がチーム雰囲気を捉
える概念の一つとして注目されている．これは，「重要
な他者（監督，コーチ，マネージャー，チームメイトなど）
によってつくられる雰囲気」と定義され（西田・小縣，
2008），成績雰囲気（他者との比較を通しての達成を重
視する雰囲気）と熟達雰囲気（学習や熟達のプロセス
を重視する雰囲気）の 2 つの側面から周囲が有する目
標の違いを構造的に捉えて検討することができる（Ames 
and Archer, 1988；Seifriz et al., 1992）．従来，運動部活動
における動機づけ雰囲気をつくるのは指導者やチーム
メイトに限定されて測定尺度も作成されていたが，近
年の運動部活動研究を概観すると，選手，指導者，チー
ムメイト以外に保護者の存在が選手の意識や行動を規
定する一つの要因として挙げられている（安藤，2018；
井上，2010）．つまり，運動部活動に関わる選手の心理
的な特徴を把握するためには，指導者やチームメイト
がつくる動機づけ雰囲気だけではなく，保護者のつく
る動機づけ雰囲気も重要になるのではないかと考えら
れる．White et al.（1992）は，指導者やチームメイトと
同様に，保護者の存在も選手の動機づけに異なる影響
を示すのではないかと考え，Perent-Initiated Motivational 
Climate Questionnaire（以下，PIMCQ とする）といった
測定尺度を開発している．そして，選手が認知する保護
者がつくる動機づけ雰囲気とスポーツ活動中の行動面
（ラフプレーやトラッシュトークなどの好ましくない行
動と控室の掃除や倒れている選手の手助けなどの好ま
しい行動）との関連（Lavol and Stellino, 2008）や心理面
（内発的動機づけや完全主義傾向）との関連（Appleton 
et al., 2011; Kolayiş et al., 2017）について検討されている．
それらの研究では，選手に対して保護者が熟達雰囲気で
接している方が，スポーツ活動中の好ましくない行動が
抑制され，また内発的動機づけも向上する可能性がある
ことが示唆されている．このように保護者のつくる動機
づけ雰囲気に対する選手の認知は，行動や心理状態に異
なる影響を与えることが考えられる．つまり，選手の競
技不安にも何らかの影響を与えているのではないかと
予測できる．しかし，国内において，運動部活動場面に
おける保護者の動機づけ雰囲気と競技不安の関係に着
目した研究は見当たらないどころか，保護者による動機
づけ雰囲気に関する研究も見受けられない．
以上のことから本研究では，保護者による運動部活動
の動機づけ雰囲気と競技不安との関係について検討す
ることを目的とした．なお，本研究を遂行するにあたり，
保護者による運動部活動の動機づけ雰囲気測定尺度の
作成も行った．
Ⅱ．方法
1 ．調査対象者および調査時期
中学校の運動部活動に所属する生徒を対象に，201X
年 8 月上旬から 9 月上旬にかけて調査を実施し，回答
に欠損のなかった 92 名（平均年齢 13.03 ± 0.70 歳）を
分析対象とした．運動部活動種目は，野球部，バスケッ
トボール部，バレーボール部，陸上競技部，ソフトテニ
ス部であった．
2 ．調査内容
2-1．基本属性
フェイスシートにて，基本的属性（性別，年齢，学年），
所属運動部について回答を求めた．
2-2．保護者による運動部の動機づけ雰囲気
保護者による運動部の動機づけ雰囲気を測定する尺
度は，White et al.（1992）の PIMCQ を参考に作成した．
具体的な作成手順としては，まず原文の英語を日本語に
訳し，次にそれら日本語を英語に変換し，原文の項目
内容が損なわれていないかを確認した（バックトラン
スレーション）．また White et al.（1992）の尺度は，「私
の母親は」と「私の父親は」の異なる 2 つの主語で始
まる同質の 14 項目が準備されており，合計項目数が 28
項目となる．項目数の増加による調査協力者への負担増
加や同質の項目に回答を求めることによる回答不備の
増加が考えられたため，本研究では主語を「私の親は」
に統一した．さらに項目の内容的妥当性についても検討
し，14 項目を準備項目として採択した．なお，これら
の手続きには，体育・スポーツ心理学を専門とする大
学教員 3名と英語を母国語とする教員 1名の合議によっ
て実施した．その後，体育科教育学専攻ならびにスポー
ツ心理学専攻の大学院生 3 名，運動部活動指導に携わ
る中学校保健体育教員 1 名に項目内容の確認を依頼し，
適宜項目内容の修正を行い，最終的な原案項目を設定し
た．項目に対する回答は，「全然そう思わない（1点）」「あ
まりそう思わない（2点）」「どちらともいえない（3点）」
「かなりそう思う（4 点）」「とてもそう思う（5 点）」の
5段階で評定するものである．
2-3．競技不安
スポーツ競技特性不安尺度（橋本ほか，1986）を用い
た．この尺度は，試合前になると不安感情をどの程度感
じるのか，その傾向を測定するものである．具体的には，
「精神的動揺（5項目）」「勝敗の認知的不安（5項目）」「身
体的不安（5 項目）」「競技回避傾向（5 項目）」「自信喪
失（5項目）」の 5下位尺度，25 項目から構成されている．
項目に対する回答は，「めったにない（1 点）」「ときど
きある（2点）」「しばしばある（3点）」「いつもある（4
点）」の 4 段階で評定するものである．本研究では，下
位尺度ごとに合計得点を算出し，分析に用いた．
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3 ．倫理的配慮
調査内容に関しては，本研究の共同研究者 2名，中学
校の運動部活動顧問経験のある教員 1名，そしてスポー
ツ心理学を専門とする大学院生 3名と協議を重ね，特に
対象者の人権を侵害するような事柄について十分に審
議し，そのような内容が調査に含まれていないことを確
認した．そして調査実施に際して，学校長ならびに各
チームの監督（顧問教員）に調査内容を説明した後，調
査実施に問題がないかを確認してもらい，調査協力への
承諾を得た．調査対象者への倫理的配慮として，各チー
ムの監督（顧問教員）より調査票への回答・協力は任意
であること，得られたデータは研究以外の目的で使用さ
れないこと，無記名形式で実施されること，また調査へ
の協力に応諾した後でも随時撤回することが可能なこ
となどについて説明された．さらに調査票の表紙には，
調査への回答は強制的ではなく途中であっても辞退で
きること，中断しても不利益が被ることは一切ないこ
と，個人情報が特定されない ID 番号に変換されること
を記し，全ての項目への回答をもって同意取得と見なし
た． 
4 ．統計解析
保護者による運動部の動機づけ雰囲気尺度につい
て，まず標本妥当性を Kaiser-Mayer-Olkin の測度（以
下，KMO とする）と Bartlett の球面性検定（以下，BS
とする）により検証し，続いて，因子構造を探索的因
子分析（最尤法，プロマックス回転）により確認し
た．さらに因子構造の妥当性を確認的因子分析により
検証し，最後にクロンバックのα係数を算出した．な
お探索的因子分析では，因子負荷量 0.35 未満を削除対
象項目とした．確認的因子分析における因子構造モデ
ルの採択判断には，GFI（Goodness of Fit Index），CFI
（Comparative Fit Index），RMSEA（Root Mean Square 
Error of Approximation）を採用した （豊田ほか，1992；
室橋，2003）．各測定尺度の記述統計量として，平均値，
標準偏差，相関係数を算出した．そして，運動部の動機
づけ雰囲気の各下位尺度を独立変数，競技不安の下位
尺度を従属変数としたモデルについて共分散構造分析
を実施した．モデル採択の判断には，上記の GFI，CFI，
RMSEA を用いた．なお全ての分析には，統計パッケー
ジの IBM SPSS Statistics 24.0 ならびに IBM SPSS Amos 
24.0 を使用し，有意水準は 5％未満とした．
Ⅲ．結果
1 ．保護者による運動部の動機づけ雰囲気尺度
まず標本妥当性を確認するための KMO と BS の値は，
いずれも統計的基準（KMO=.81，BS=661.60，p <.05）を
満たしていた．次に White et al.（1992）の PIMCQ を参
考に作成した 14 項目に対して探索的因子分析（最尤法，
プロマックス回転）を実施し，因子構造について検討し
た．その結果，White et al.（1992）の PIMCQ で確認さ
れている因子構造と同様の構造であることが示された．
具体的には，第 1因子は少ない努力かつ勝利や成功を収
めることに関する項目群からなる「低努力 - 成功雰囲気
（4 項目）」，第 2 因子は不安や心配に関する項目群から
表1 保護者による運動部の動機づけ雰囲気測定尺度の因子分析の結果 
 
 
 
 
 
 
表2 保護者による運動部の動機づけ雰囲気と競技不安の基本統計量 
 
F1 F2 F3
F1．低努力-成功雰囲気（α =.78）
私の親は，私が本気を出さなくても試合に勝てることに満足していると思う .91 -.04 -.03
私の親は，私が努力なしても試合に勝てることに満足していると思う .90 -.12 -.09
私の親は，努力なしで試合に勝てることが重要であると考えていると思う .58 .16 -.04
私の親は，私が最小限の努力で多くの成果を上げるべきと考えていると思う .44 .27 .09
F2．心配-不安雰囲気（α =.85）
私の親は，私が得意でないことをすることを心配してしまう -.09 .74 -.13
私の親は，私が他の選手と同じようにできないことを嘆（なげ）いてしまう .02 .70 -.13
私の親は，私が試合でミスをしてしまわないかを心配していると思う .05 .67 .15
私の親は，私が試合中にミスすることを恐れていると思う .38 .58 .15
私の親は，ミスは悪いものであり，試合中にミスすべきでないと考えていると思う .34 .48 .01
F3．学習志向雰囲気（α =.85）
私の親は，私が新しいことができたとき喜んでくれると思う .01 -.08 .82
私の親は，努力して技術が向上したとき満足してくれていると思う -.08 -.03 .80
私の親は，私の技術が向上しているかを気にしていると思う .05 .24 .59
私の親は，試合中の失敗も重要な学びの一つだと考えていると思う -.16 -.03 .58
私の親は，人に教わる前に，自分自身で考えることが大切であると考えていると思う .16 -.37 .39
F1 ― .69 -.30
F2 ― -.22
F3 ―
質問項目
因子相関行列
平均値 標準偏差
1. 低努力-成功雰囲気 7.30 3.47
2. 心配-不安雰囲気 10.51 4.04 .70 *
3. 学習志向雰囲気 18.79 3.50 -.28 * -.24 *
4. 精神的動揺 10.04 3.57 .18 .27 * -.07
5. 勝敗の認知 12.42 3.90 .08 .23 * -.17 .74 *
6. 身体的不安 9.03 3.77 .03 .07 .09 .76 * .67 *
7. 競技回避 8.79 3.87 .14 .26 * -.22 * .62 * .61 * .60 *
8. 自信喪失 12.09 4.17 .09 .23 * -.15 .74 * .70 * .64 * .72 *
*p <.05
4321
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―
―
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表 1　保護者による運動部の動機づけ雰囲気測定尺度の因子分析の結果
4140
中学校運動部活動における選手が認知する保護者による動機づけ雰囲気が競技不安に与える影響
なる「心配 - 不安雰囲気（5 項目）」，第 3 因子は努力を
することや新たな技能習得に関する項目群からなる「学
習志向雰囲気（5項目）」であることが確認された（表 1）．
また各下位尺度の信頼性を検討するために Cronbach の
α係数を算出したところ，α =.78-.85 であり，内的一貫
性があることが確認された．最後に尺度の因子構造の妥
当性を検証するために，探索的因子分析の結果に基づ
き，同一のデータを用いた確認的因子分析を行った．3
つの因子からそれぞれ該当する項目が影響を受け，全て
の因子間に共分散（因子相関）が存在することを仮定し
たモデルで分析を行った．その結果，モデルの適合度指
標は GFI=.87，CFI=.94，RMSEA=.08 となり，GFI の値
がやや低いものの，概ね良好な適合度を示した．以上の
ことから，White et al.（1992）の PIMCQ を参考に作成
された保護者による運動部の動機づけ雰囲気尺度の信
頼性と妥当性は概ね認めることができた．したがって，
以降の分析には上記の 3因子（「低努力 - 成功雰囲気」「心
配 - 不安雰囲気」「学習志向雰囲気」）を用いることとし
た．
2 ．各尺度の基本統計量
各下位尺度の平均値，標準偏差ならびに相関係数は表
2に示す通りである．保護者の動機づけ雰囲気の下位尺
度と競技不安の下位尺度との相関係数について述べる．
まず「心配 - 不安雰囲気」は「精神的動揺」「勝敗の認
知」「競技回避」「自信喪失」と有意な正の相関（順に
r =.27，.23，.26，.23）を示した．「学習志向雰囲気」は「競
技回避」と有意な負の相関（r =-.22）を示した．各尺度
内の相関では，保護者の動機づけ雰囲気の「低努力 - 成
功雰囲気」と「心配 - 不安雰囲気」との間には有意な正
の相関（r =.70）が確認され，「学習志向雰囲気」と「低
努力 - 成功雰囲気」「心配 - 不安雰囲気」との間には有
意な負の相関（順に r =-.28，-.24）が確認された．また
競技不安に関してはすべての下位尺度間に有意な正の
相関（r =.60-.76）を示した．
3 ．保護者による運動部の動機づけ雰囲気と競技不安の
関係
保護者による動機づけ雰囲気を独立変数，競技不安
の下位尺度を従属変数としたモデルについて共分散構
造分析を行った結果，モデルの妥当性を判断する適合
度指標は，GFI=.97，CFI=.99，RMSEA=.04 であり，基
準を満たす十分な値であった（図 1）．モデル内に示す
有意なパス係数について述べると，「心配 - 不安雰囲気」
は，「精神的動揺」「勝敗の認知」「競技回避」「自信喪失」
に有意な正の影響（順に，β =.19，.16，.20，.16）を示
した．「学習志向雰囲気」は，「身体的不安」に正の影響（β
=.17）を示した．説明力を示す決定係数（以下，R 2）は，
「精神的動揺」はR 2=.03，「勝敗の認知」はR 2=.02，「身
体的不安」はR 2=.03，「競技回避」はR 2=.04，「自信喪失」
はR 2=.03 であった．
図 1　保護者による運動部の動機づけ雰囲気と競技不安の関係
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表1 保護者による運動部の動機づけ雰囲気測定尺度の因子分析の結果 
 
 
 
 
 
 
表2 保護者による運動部の動機づけ雰囲気と競技不安の基本統計量 
 
F1 F2 F3
F1．低努力-成功雰囲気（α =.78）
私の親は，私が本気を出さなくても試合に勝てることに満足していると思う .91 -.04 -.03
私の親は，私が努力なしても試合に勝てることに満足していると思う .90 -.12 -.09
私の親は，努力なしで試合に勝てることが重要であると考えていると思う .58 .16 -.04
私の親は，私が最小限の努力で多くの成果を上げるべきと考えていると思う .44 .27 .09
F2．心配-不安雰囲気（α =.85）
私の親は，私が得意でないことをすることを心配してしまう -.09 .74 -.13
私の親は，私が他の選手と同じようにできないことを嘆（なげ）いてしまう .02 .70 -.13
私の親は，私が試合でミスをしてしまわないかを心配していると思う .05 .67 .15
私の親は，私が試合中にミスすることを恐れていると思う .38 .58 .15
私の親は，ミスは悪いものであり，試合中にミスすべきでないと考えていると思う .34 .48 .01
F3．学習志向雰囲気（α =.85）
私の親は，私が新しいことができたとき喜んでくれると思う .01 -.08 .82
私の親は，努力して技術が向上したとき満足してくれていると思う -.08 -.03 .80
私の親は，私の技術が向上しているかを気にしていると思う .05 .24 .59
私の親は，試合中の失敗も重要な学びの一つだと考えていると思う -.16 -.03 .58
私の親は，人に教わる前に，自分自身で考えることが大切であると考えていると思う .16 -.37 .39
F1 ― .69 -.30
F2 ― -.22
F3 ―
質問項目
因子相関行列
平均値 標準偏差
1. 低努力-成功雰囲気 7.30 3.47
2. 心配-不安雰囲気 10.51 4.04 .70 *
3. 学習志向雰囲気 18.79 3.50 -.28 * -.24 *
4. 精神的動揺 10.04 3.57 .18 .27 * -.07
5. 勝敗の認知 12.42 3.90 .08 .23 * -.17 .74 *
6. 身体的不安 9.03 3.77 .03 .07 .09 .76 * .67 *
7. 競技回避 8.79 3.87 .14 .26 * -.22 * .62 * .61 * .60 *
8. 自信喪失 12.09 4.17 .09 .23 * -.15 .74 * .70 * .64 * .72 *
*p <.05
4321
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競技不安
―
―
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―
―
―
―
―
―
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Ⅳ．考察
本研究では，保護者による運動部の動機づけ雰囲気と
競技不安との関係について検討することを目的とした．
また，そこで使用する保護者による運動部の動機づけ雰
囲気に関する尺度を White et al.（1992）の PIMCQ を参
考に作成した．まず保護者による運動部の動機づけ雰囲
気に関する尺度は，分析の結果，14 項目 3因子構造（「低
努力 - 成功雰囲気」「心配 - 不安雰囲気」「学習志向雰囲
気」）であることが確認された．続いて，保護者による
運動部の動機づけ雰囲気と競技不安との関係について
検討した結果，「心配 - 不安雰囲気」は「精神的動揺」「勝
敗の認知」「競技回避」「自信喪失」に，「学習志向雰囲気」
は「身体的不安」にそれぞれ正の影響を示した．心配 -
不安雰囲気と競技不安の関係，学習志向雰囲気と競技不
安の関係の順に考察を進める．
1 ．心配 - 不安雰囲気と競技不安の関係
「心配 - 不安雰囲気」は「精神的動揺」「勝敗の認知」
「競技回避」「自信喪失」に正の影響を示した．これは，
保護者からの「心配 - 不安雰囲気」を強く認知している
者ほど，様々な試合前における不安（「精神的動揺」「勝
敗の認知」「競技回避」「自信喪失」）も高くなることを
意味している．「心配 - 不安雰囲気」は，試合や練習で
ミスをしないようにできるのか，日々の練習において他
の選手と同じようにできるのかなど，親が自分のことを
どの程度心配しており，不安に思っているのか，その認
知を示すものである．親が子どものプレーに対するミス
や失敗を低評価することや他の選手との技能レベルを
比較することによって生じる親の心配や不安を子ども
自身が強く認知することは，試合前に冷静な判断ができ
なくなり，落ち着きを失う可能性があることを示唆して
いる．また，試合の結果や相手の強さに意識が向き，特
に負けた場合や得点された場合など不利な状況ばかり
想定してしまうことにもなると考えられる．さらに，親
の心配や不安は子どもの活躍を期待するが故に生じる
現象と想定できるが，その強い思いは子どもへのプレッ
シャーとなり，実際に試合に向かう本人は競技に対して
憂鬱な気持ちを高めたり，誰かと交代してもらいたい，
さらには子ども自身もミスや失敗を不安に思い，自信を
なくす（親が心配している雰囲気が子どもの意識に転移
する）のではないかと推察される．
2 ．学習志向雰囲気と競技不安の関係
「学習志向雰囲気」は「身体的不安」に正の影響を示
した．これは，保護者からの「学習志向雰囲気」を強く
認知している選手ほど，「身体的不安」の得点も高いこ
とを意味している．先にも述べているように「学習志向
雰囲気」とは，努力によるスキル向上や新たなスキル習
得に対して親がどの程度満足しており，喜んでいるのか
に関する選手の認知を示すものである．これは動機づけ
雰囲気のいわゆる熟達雰囲気の側面に該当する概念で
あり，先行研究（Kolayis et al., 2017）ではスポーツへの
内発的動機づけを向上させる要因の一つとして確認さ
れている．一方，「身体的不安」は試合前に手足が震える，
心臓の鼓動が聞こえてくる感じがするなど身体を伝わ
り表出される不安傾向のことであり，競技場面における
消極的姿勢との関連について報告（有富・外山，2017）
されている．
従来のコーチやチームメイトを中心とする運動部活
動の動機づけ雰囲気研究では，熟達雰囲気あるいはそれ
を構成する下位尺度は肯定的要因として捉えられてい
る．しかし，本研究で着目した保護者のつくる運動部活
動の動機づけ雰囲気においては，それがたとえ「学習
志向雰囲気」のように熟達的な要素を含む雰囲気であっ
ても，運動部活動に直接的なかかわりを持つ存在（コー
チの指導や選手同士のミーティングなど）以外のところ
でつくられる雰囲気は選手にとって，必ずしも良好な機
能を持つわけではないことが示唆された．
例えば，渡部ほか（2012）は，中学生が親の期待を負
担として受け止めた場合，身体的なストレス反応が促進
されることを報告している．つまり，技能向上に関して
親が承認してくれるような雰囲気を認知している選手
が，試合場面で上達したスキルを発揮することができな
かったときのことを想起した場合，親は自分を認めてく
れているのに，その期待に応えることができないかもし
れないと考え，試合場面を脅威と感じる可能性がある．
そういった脅威が試合前の手足の震えや顔が強張ると
いった身体的不安を向上させるのではないかと推察さ
れる．
Ⅴ．まとめ
保護者による運動部の動機づけ雰囲気と競技不安と
の関係について検討を行った結果，以下の 3点にまとめ
ることができた．① White et al.（1992）の PIMCQ を参
考に作成した保護者による運動部の動機づけ雰囲気尺
度は一定の妥当性と信頼性が認められた．②親が自分の
ことをどの程度心配しており，不安に思っているのか，
その認知を示す「心配 - 不安雰囲気」は，複数の競技不
安（「精神的動揺」「勝敗の認知」「競技回避」「自信喪失」）
を高める要因となる．③努力によるスキル向上や新たな
スキル習得に対して親がどの程度満足しており，喜んで
いるのかに関する選手の認知を示す「学習志向雰囲気」
は，子どもの「身体的不安」を高める．以上のことから，
保護者による運動部活動の動機づけ雰囲気を選手が認
知しているほど，競技不安も高まる可能性があることが
示唆された．
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Ⅵ．今後の課題
本研究は，1 つの中学校の運動部活動を対象に質問紙
調査を実施したものであり，すべての中学校運動部活動
に当てはまる知見であるとは言えない．したがって今後
は複数の中学校の運動部活動に対しても調査を行う必
要があると考える．また運動部活動の特徴からモデル検
討していくことも今後必要になるのではないかと考え
る．例えば，子どもが勝敗や結果にこだわりを持ついわ
ゆる強豪校の運動部活動に所属しているのか，単にス
ポーツを楽しむことや仲間づくりをメインとするレク
リエーション要素の強い運動部活動に所属しているの
か，そういった運動部活動の特徴によって，保護者のつ
くる動機づけ雰囲気も異なるのではないかと予想でき
る．さらに，高等学校や大学など発達段階からみた保護
者による運動部活動の動機づけ雰囲気についても検討
する必要があるだろう．
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